
必修 / 選択 授業形態 開講時期

担　当　教　員 【非常勤】　朴　賢珠　　（【副担当】根岸　可奈子）

総時間数

必修 講義

科目名 外国事情ⅡA（Foregin Affairs ⅡA）

学　年 学　科（コース） 単　位　数

学　習　到　達　目　標

第4学年 経営情報学科 学修 1 単位

科目の到達
目標レベル

・主要国や都市名および位置を地図上で示すことができる。
・歴史的背景をもとに、国際機関や経済圏、対象国についての知識を身に付けることができる。
・企業の国際的な活動について理解し、考察することができる。

前期
45 時間

100分／週

学習・教育目標 F③④ JABEE基準１（２） (a)

その他 合計

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書 資料配布（引用する文献やについてはその都度資料内に示す）

補助教材等 資料配布（引用する文献やについてはその都度資料内に示す）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ

総合評価割合 30 30 30 10 100

知識の基本的な理解
【知識の基本的な理解】

◎ ◎ 〇 〇

〇 〇 〇

態度・志向性(人間力)
【主体性】

〇

汎用的技能
【論理的思考力】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

〇 〇 ◎ 〇

総合的な学習経験と
創造的思考力
【創成能力】

〇

学　習　上　の　留　意　点　お　よ　び　学　習　上　の　助　言

　各種講義やニュースで登場する国や地域について理解を深める前提条件として、最低限各国・地域の概況やその背
景にある政治・歴史について覚えてもらうことになる。一見量は多く見えるが、ポイントは絞られているため講義中にそ
れを見抜くこと。
　口頭発表はグループ単位で実施してもらう。事前に採点方法を示すが、条件を順守し十分に準備をし臨むこと。



回
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15

到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

（予習）
様々な場面で用いられる「グ
ローバリゼーション」という用語
であるが、これがどのような場
合どのような意味で用いられて
いるのかを整理しておく。
（復習）
「グローバリゼーション」が近年
始まった事象なのかそうではな
いのか、講義を元に考え見解を
述べる。（国際機関の意義と役
割についても同）

国際機関 国連を中心とした国際機関の役割や課題について
理解する。

国際政治の歴史 現在の国際政治体制ができるまでの過程を歴史
的に理解する。

授　業　の　明　細

授業内容

中間試験

授業紹介 授業の概要や方法について理解する。 （予習）
日本と関係が深い国々を中
心に位置を確認しておく。
（復習）
今後取り上げる諸国・地域
を中心に、地理上の位置を
覚え白地図を埋められるよ
うにしておく。

世界地理 次回以降の講義の前提として、地域や国、首都を
中心とした都市を地理的に確認し覚える。白地図
を自分で埋められるようになる。

グローバリゼーション 「グローバリゼーション」をめぐる歴史や政治に関し
て理解する。

総　学　習　時　間　数 45 時間

EU EUおよびEUが内包する国々の概要について理解
する。

（予習）
主要な地域経済圏につい
て、その位置と包含される
国々について確認しておく。
（復習）
それぞれの経済圏がどのよ
うな特徴をもっているのかを
確認しておく。また、今後日
本がこれらとどのような関
係を築いていくのか独自の
見解を述べられるようにし
ておく。

NAFTA アメリカ合衆国、カナダ、メキシコ3か国の経済圏に
ついて理解を深める。

ASEAN ASEAN諸国の概況を理解すると共に、多くの日本
企業が進出している同地域との経済的関係を理解
する。

イスラム世界 イスラム教を国教とする諸国家およびイスラム金
融について理解する。

（予習）
事前に告知される条件に基
づき、各国について口頭発
表の準備をしておく。

（復習）
それぞれの国の概況を確
認しておく。また、それら諸
国と日本の関係について独
自に見解を論ぜられるよう
にしておく。

トルコ トルコの経済、社会、文化的要素について理解す
る。

マレーシア マレーシアのの経済、社会、文化的要素について
理解する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 25 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 20 時間

シンガポール シンガポールの経済、社会、文化的要素について
理解する。

インド インドの経済、社会、文化的要素について理解す
る。

まとめ 試験問題の解説を通じ、ミスを修正する。論述に
関する議論を通じ、理解を深める。


